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プロジェクト挙動シミュレータ (制御対象)

プロジェクトマネジャー学習エージェント (制御主体)
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IPA/SEC実事例 生成された仮想事例

プロジェクト挙動シミュレータ

多くの国内IT企業がプロジェクトマネジメント力強化(計画精度向上やPDCA*1強化等)に取組んでいるが，
統制下での実験は困難でその効果は明らかでない．本研究では，準最適なプロジェクトマネジメント行
動ルールを学習する機械学習エージェントとプロジェクト挙動シミュレータを独自に構築し，評価基準
の違いや計画精度の違いが，プロジェクト実行結果に与える影響をシミュレーション実験し考察する．

*1 Plan-Do-Check-Act

独自に構築したプロジェクト挙動シミュレータ
と機械学習エージェントを用い仮想実験を行う．

現実と統計的有意差の
無い仮想プロジェクト
事例群を生成

*2 Information Promotion Agency/Software Engineering Center

*2

4.結論

プロジェクト評価基準の違い
最終結果重視 vs 計画遵守(PDCA)重視

実験1
実験2 計画精度を高めた場合の評価基準の違い

最終結果重視 vs 計画遵守(PDCA)重視
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最終結果重視 計画遵守重視
どのプロジェクトも
ほぼ計画通りに完了

多くの国内IT企業が取組んでいるプロジェクトマネジメント力強化(計画精度向上やPDCA
強化)は，プロジェクトの失敗防止には効果があるが，より良いプロジェクトマネジメント
行動ルールの学習機会を失うことでビジネス競争力の低下を招いている可能性がある．
改善余地の推定手法とそれを加味したストレッチ計画の立案が求められる．

手戻りの発生を考
慮したプロジェク
ト挙動シミュレー
ション

準最適なプロジェクトマネジメント行動ルールを学習する機械学習エージェントとプロジェクト挙動シ
ミュレータを独自に構築した. それらを用いたシミュレーション実験により，多くの国内IT企業の取組
みには構造的問題が内在する可能性を準数理的に導出し示唆することができた．

実験3 実験1(楽観的見込計画・最終結果重視型) と 実験2(実績ベース計画・計画遵守型)
のシミュレーション結果をプロジェクトコストの観点で比較
良好な結果を得られたバランス型でのエージェント15体の比較
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計画遵守重視
に比べ良好

無理な計画を
守ろうとして
プロジェクト
が混乱気味

得られた
知見

プロジェクトマネジャー学習エージェントは，プ
ロジェクト挙動シミュレータ上で，膨大なプロ
ジェクトマネジメント経験を積むことで，準最適
なプロジェクトマネジメント行動ルールを学習

実績ベース計画・計画遵守型
は，ほぼ計画通り(失敗プロ
ジェクト発生防止に成功)だ
が，プロジェクト総コスト
(ビジネス競争力)では劣る
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